OTHELLO ソノ ヨウシ ニツイテ by 正田 義彰 & Shoda Yoshiaki
Othello その容姿について
正　田　義　彰
　実在する事物に対してすら，象に対する群盲におけるごとく，それから受ける印象やそ
れについての理解が人によって甚しく異るのは，決して珍らしいことではない。まして，
文学f乍品の登場人物の容姿や性格が，作者の意図や手腕にもかかわらず，読老おのおのの
心の中でさまざまな形をとることは，むしろ当然と考えるべきであろう。しかし，悲劇
Othelloの主人公の場合，これが私たちを当惑させるほど極端である。
　古くからの上演の模様を伝える絵や版画とか，Shakespeare　Memorial　Theatre，　Old　Vic
などでの近年の上演を記録する舞台写真を眺めてみよう。そこにはColeridgeのいわゆる
‘averitable　negro’から，色こそ僅かに浅黒いが，ヨーロッパの貴族を思わせる端麗な容
貌の持主にいたるまで，実にさまざまなOthelloが見受けられる。その中から極端な二つ
の例をとって並べて見た場合，それらが同一の脚本から生まれたものであるとは到底信じ
られないほど，その相違は鮮明である。
　批評家や研究老が戯曲の読者として心に描く主人公Othelloについて，この傾向はさら
にいちじるしい。FurnessのVariorum版に紹介されているMiss　Prestonのように（こ
れはf乍品ezz示されている事実を無視した途方もない空想に過ぎないが），‘Othello『was　a
whit6　man．’と考える者さえある。他方には，　Othelloの容姿にはまったく言及しないで，
即ちそれを完全に無視して，ひたすら彼の内面的性格の追求を試みる老もある。さらにま
た，作品に内在する事実にもとついて論ずる人々の場合でさえ，彼は．‘av6ritable　negro’
であったり，‘ahandsome　negro’であったり，あるいは漠然と‘a　black　man’であった
りして，ここでも彼の容姿は驚くほど多様であって，ほとんど一つとして同じものは見あ
たらない。
　時代や場所によって美的嗜好や偏見が大きく変わるものであることを考えれば，このよ
うな現象は当然のことであるし，また或る意味で，それは望ましいことでもある。なぜな
ら，演出家たちが与えるさまざまな舞台の印象や，批評家たちが展開する激しくも優雅な
る論争ほど，劇作品を理解するための有益な手掛りはないからだ。それらは大いに歓迎さ
れるべぎものであり，またそこに見られる理解や解釈の相違も，それ自体まことに興味深
いものがある。
　しかし，悲劇Othelloの場合のように，主人公の容姿およびそれを決定する彼の人種や
国籍をどのように考えるかによって，主人公の性格はもちろんのこと，作品全体の意味と
価値が左右されるような作品にあっては，それらに対する理解や解釈の相違は，単に興味
深いというだけではすまされないものがある。Othelloについて語るには，まず主人公の
容姿を明確に心に描き．、それがこの悲劇において持つ意味を考えることから始める必要が
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あろう。演缶家が配役や扮装を決める場合のように，．fF峰が示している具体的事実を検討
しながら，主人公Othelloの人間像を探るのがこの小論の目的である。それと同時に，こ
れに関連のある諸家の意見を比較検討して，dramaの解釈や批評というものの一般的な性
質を考えてみたいと思う。
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　Folio版のhead　titleは‘The　Tragedie　of　Othello，　the　Moore　of　Venice’である。ま
たその末尾にあるThe　Names　of　ActQrsには‘Othello，　the　Moore’と記されている。　The
Ard6n　Shakespeare，　The　New　Shakespeareなど近年の諸版の登場人物表では，‘Othello，
anoble　Moor　in　the　service（ゾthe　Venetian　State’となっている。
　これらに見られる‘Moor（e）’という語は，この劇の中で無数に用いられ，ごく例外的
な場合（1，i．126．‘a　lascivious　M∞r’）を除いて，完全に固有名詞化している。たとえ
ば，‘brave　Moor’はtbrave　Othello’と全く同様にOthelloに対する直接の呼びかけの言
葉であり，他の登場人物の間での彼に対する言及には，‘the　valiant（warlike，　noble，　etc．）
Moor’という表現が，その‘M。or’を‘Othello’と置きかえた表現よりも数多く見られる。
　以上からOthelloが‘Moor’であり，またその用い方やそれに与えられた形容詞から見
て，‘Moor’という語そのものには嫌悪や軽蔑の意味が含まれていないことが明らかであ
る。ところが，次に述べるような色々な事情から，‘Moor’という語はOthelloの容姿に
ついてさまざまな解釈を生じる原因となっている。
　先ず，この語の使い方はShakespeareの時代には甚だ曖昧であった。0．E．D．のMoor，
sb　2の第一項を見ると
　…In　the　Middle　Ages，　and　as　late　as　the　17th　c．，　the　Moors　were　commonly　sup－
　posed　to　be　mostly　black　or　very　swarthy（though　the　existence　of‘white　Moors’was
　recognised），　and　hence　the　word　was　often　used　for‘negro’・：cf．　BLACKAMOoR．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（A）
とあり，当時の用例として
　1555EDEN　Dec2des　355，　Ethiopes，　which　we　nowe　caule　Moores，　Moorens，　or　Ne－
　gros．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（B）
　1596SHAKS．　Merch．　V．　III．　v．42，　Ishall　answere　that　better　to　the　CQmmon－
　wealth，　than　you　can　the　getting　vp　of　the　Negroes　bellie：the　MQor　is　with　childe
　by　you　Launcelet？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…一・（C）
などが挙げられている。さらに（A）の末尾の指示に従ってBlackamoor（－Black　Moor）
を調べると，その第一項に
　Ablack－skinned　African，　an　Ethiopian，　a　negro；any　very　dark－s1（inned　person．…・《D）
とあり，その用例に
　1547BOoRDE　lntrod．　Knowl，212，　I　am　a　blacke　More　borne　in　Barbary．’一一（E）
一2一
　1548THOMAS　Ital．　Gram．，　Ethiopo，　a　blacke　More，　or　a　man　of　Ethiope．　……（F）
　1581T．　HOwELL　Deuises　184，　Like　one　that　washeth　a　black　a　Moore　white．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（G）
などが見られる。以上から少なくとも次の二点は明らかであると言えよう。
　（1）（A）～（D）および（F）の示すように，16世紀の英国人にとって，‘Moor’は‘Ethi・
　　　opian’でも‘negro’でもありうる非常に語義の広い語であったこと。
　（2）（A）～（G）全てが示すように，‘M・or’は‘black’という色と不可分の関係にある
　　　こと。
さらに，‘black’がこの作品を通してOthelloの肌に与えられた色であり，用例（C）の示
すようにShakespeareが同一人物を‘Moor’とも‘negro’とも呼んだことから見て，彼が
Othelloを‘negro’として心に描いていたという推測が成り立つ。しかしこれを以て直ち
に0しhelloは‘negro’だと断定することはできない。なぜなら，　Shakespeareはしばしば
‘black’を‘dark’の意味で用いており，Merchant　of　Veniceの例（C）においては‘MQρr’
すなわち」negro’であるからといって常とそうであるとは言えないし，またOthelloの
中では‘negro’という語は一度も用いられていないからである。
　以上を要するに，‘Moor’という語だけを手掛りに確実に言えることは，　Othelloが北
アフリカのある地方の出身であり，その肌の色は決して白くなかったということだけであ
る。すなわち，彼は‘averitable　negro’でもありうるし，また‘a　tawny（or　light－brown）
Moor’でもありえたのだ。これを前提として，次に彼の出身地についての手掛りを検討
してみよう。
　それはこの作品中に二欄所ある。一つは，IagoがBrabantioに向って，　Othelloのこと
を‘aBarbary　horse’と呼ぶ個所（Li．111．）であり，もう一つは，同じくIagoがRode－
rigoに，　OthelloがCyprusでの任務を解かれて‘Mauritania’へ帰ると告げる個所（IV．ii．
224）である。
　この二つの地名が，前者は今日のMor㏄co，　Algiers，　Tunis，　Tripoliを含む地域を，後老
はMoroccoとAlgiersの一部を意味し，またこれらが今日の‘Moor’が住む地域である
ところから，Merchant　of　VeniceのPrince　of　Moroccoと同様にOthelloも‘a　brown
MoQr’であったと’ 蜥｣されることがある。これは，　Othelloが肌こそ浅黒いがVeniceの
名門の息女にふさわしい容姿の持主であることを望む人たちにとって，かなり魅力的な主
張であり，これらの地名が今日と同じ概念で当時用いられていたど信ずる理由があれば，
一理あるものと言えるかも知れない。しかし，先に述べたように，‘MOQr’の語義がきわ
めて曖昧だった時代に，地名については明確な概念があったと考えることは不自然であ
る。また，かりに地名についてはそうだったと認めたとしても，　‘Moor’が‘Ethiopian’
でも‘negro’でもありうるのだから，地名を手掛りに人種や国籍を判断しようとする試み
は，すべて臆測の域を出ないものと言わざるをえない。さらにまた，これらの地名をふく
むIagoの言葉が，一方は意味ありげな中傷であり，他方は全体的に虚言であることを考
えれば，これらの地名を論拠とする主張には大きな危険が幽るとみるのが妥当であろう。
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　ふつう，劇中の登場人物に与えられた人種やそれに関係のある地名によって，その人物
についてかなり明確なilnageを描き出すことが可能であるが，　Othelloの場合はいささか
事情が異ることが以上で明らかになったと思う。次に作品の中に彼に対するより具体的な
言及を求めて，彼の容姿を探ってみることにしよう。
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　先ず，‘Moor’に関連して先にちょっと触れた‘black’（およびそれと類似の語）をふく
む言及を拾ってみることにする。
…an　old　black　ram　Is　tupping　your　white　ewe；（1．i．88～9）
－to　the　sooty　bosom　Of　such　a　thing　as　thoti～（1．iL70～71）
Your　sQn－in．．law　is　far　more’ ?≠奄秩@than　black（1，iii，290）
・・ 狽??@black　Othello．（ILiii．29）
…Haply，　for　I　am　black，（III．iii．267）
…begrim’d，　and　black　As　mine　own　face：（III．iii．293～4）
…0，the　more　angel　she，　And　you　the　blacker　devil！（V．ii．131～2）
……
i1）
一一
iを）
一…
i3）
・・・… @（4）
・・・…@（5）
……
i6）
・・一・ i7）
いろんな登場人物によって述べられるこれらの言葉（（5）と（6）はOthello自身の言葉で
ある）において，‘black’（あるいは‘sootY’）はOthelloの肌の色を示す一貫した語であ
る。先に述べたように，‘black’はShakespeareによって‘dark’と同じ意味で用いられる
こともあるが，全篇を通じて‘dark’‘tawny’‘brown’などの語が一意も用いられていな
いところから考えて，主人公の肌は文字通りの‘black’であったと見るのが妥当である。
（実際，絵や版画を調べて分ることだが，15世紀の初め頃までの舞台におけるOthell・は例
外なく本来の意味での‘black’である。青銅色，褐色，さらには淡褐色のOthelloは，観
客の生理的嫌悪を恐れ，その好みに迎合しようとする演出家たちによる近代の考案に過ぎ
ない。ヨーロッパ諸国の植民地支配が発達し，かれらの人種的偏見が確立するにつれて，
Othelloの肌の色が和らげられてきたのは興味深いことである。）
　次に，（7）にある‘devil’について他の例をあげてみよう。
　Her　eye　must　be　fed，　and　what　delight　shall　she　have　to　look　on　tbe　devil？
　（ILi．224～5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・∴一（8）
　Thou　dost　belie　her，　and　thou　art　a　devil（V．ii．134）　　　　　　　　　　　　　　……（9）
（8）はOtheUoが女性を喜ばせるには程遠い容姿の持主であることを主張するIagQの言
葉であり，（7）と（9）はD3sdemonaを殺害したOLhelloに対するEmiliaの憤りの言葉で
ある。これらに含まれている話老の意図や感情による強意を差引いてみても，古来‘devil’
の容色は‘black’であることを併せて考えれば，　Othelloの容姿は‘devil’にたとえられ
るにふさわしいものであったと判断すべきである。明らかに彼は，その人種・国籍からみ
ても，（1）～（9）に示されているその容姿からみても，Veniceの名門の息女の配偶者とし
て最も不似合な人物であり，Shakespeareはそれをあらゆる機会に強調している。
　彼の容姿がいかに「恐ろしい」ものであったか，それを示す言葉をもう少しとりあげて
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みよう。Desdemonaの父Brabantioは，
　To　fall　in　love　with　what　she　fear’d　to　look　onP　（1．iii．290）　　　　　　　　……（10）
と，娘の恋に驚愕する。また，冷静な観察老であり，ある意味では常識の代弁老である
Iagoは，（8）と同様に，次のように言う。
　…10veliness　in　favour，　sympathy　in　years，　manners　and　beauties；all　which　the　Moor
　is　defective　in．　（II．i．228～9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・…　（11）
　And　when　she　seem’d　to　shake　and　fear　your　looks　She　loved　them　most．
　（III．iiL211～2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・■■… @（12）
特に最後の（12）に対しては，Othello自身が‘And　so　she　did．’（III．iii．212）と，Desde－
monaが彼の容姿に対して本能的な恐怖を示したことを認めていることに注意せねばなら
ない。さらに，表現は碗曲であるが，
　Isaw　Othello’s　visage　in　his　mind（1．iii．252）　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（13）
と，DesdemOna自身もそれを認めている。
　このように，作品全体を通して，Othelloの容姿が嫌悪と恐怖を感じさせるものである
ことが終始強調され，それについての好意的な言及は全く見られない。そこには明らかに
作者の意識的な配慮が働いていと考えるべきで，彼の内面的性格をどのように観るかに関
係なく，その容姿については，以上の引用の意味するものをそのまま認めるべきであろ
う。ところが，先に述べた人種的偏見とか，登場人物の性格は常識的な意味でそれにふさ
わしい容姿で表現されることが自然であり効果的であるという美的偏見から（言いかえれ
ば，舞台の慣習から），彼の容姿を和らげようと試みる傾向がある。それが最もいちじる
しいのは，次にあげるRoderigoの言葉についてである。　　　　　　　　　　　．
　What　a　full　fortune　does　the　thicklips　owe，　If　he　can　carry’t　thus！（Li．66～7）－『
この‘thicklips’（「厚唇野郎」）という渾名は，これまで引用したどの言葉と比べても，語
義がはるかに具体的かつ明確であり，またいわゆる‘Moor’ではなく‘negro’の特性の一
つをはっきりと示している。Othelloを‘negro’と見なすことに抵抗を感じない人にとって
は，先の‘black’と併せて，これは十分な論拠になりうる。もちろん他方には，　Titus
Andronicusに登場するMoor人Aaronが，‘fleece　of　woolly　hair’‘thick－lipp’d　slave’
‘c。al－black’‘raven－coloured’などにょって‘negro’の特性を十分に与えられているのに
対して，漠然たる‘black’と唯一の具体的な‘thicklips’では，　Othelloを‘negro’だとす
るには比較的根拠が乏しいと言う人があるかも知れない。しかし，‘Moor’‘black’‘devil’
については人によって異る解釈が可能だとしても，‘thick’は決して‘thin’でも普通の厚
さでもありえないことは明らかである。したがって，‘thicklips’という語をふくめた場
合，Othelloの容姿についての論争は，それに関連のある語句の解釈よりも，むしろ上演
にあたってそれをそのまま表現するべきか，それとも多少緩和するべきか，という演出の
問題に絞られてくる。以下それについての代表的な主張をいくつかとりあげて，そこに必
然的に表われてくる時代や個人の嗜好と偏見を検討してみよう。
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　‘thicklips’についてColeridgeは，　RoderigoはOthelloに対する敵意から故意に‘M∞r’
と‘negro’を混同しているのだ，と考える。彼は，「劇の登場人物が互いに他に対して用
いる形容の語が，観客が見るべきもの知るべきものをそのまま表わしていると考えるの
は，よくある間違いだ。」と主張する。また，これにっいてGranville－Barkerは，　Roderigo
の言葉は全くの悪口であり，　「時代や場所によって嗜好は変わるであろうが，Othelloを
演ずる者は観客に嫌悪の情を抱かせるような扮装をする必要はない。」と考える。
　このような主張に共通に感じられるのは，Othelloの容姿が親しみにくい異様なもので
あることは認めるが，少なくともそれは彼が‘Devine　Desdemona’と結ばれることを観客
が生理的に許容しうる程度のものであってほしい，という気持である。それは次のCole－
ridgeの言葉に要約されている。
　　No　doubt　DesdemQna　saw　Othello’s　visage　in　his　mind；yet，　as　we　are　constituted，
　and　most　surely　as　an　English　audience　was　disposed　in　the　beginning　of　the　seven・
　teenth　century，　it　would　be　something　monstrous　to　conceive　this　beautiful　Venetian
　girl　falling　in　Iove　with　a　veritable　negro．　It　would　argue　a　disproportionateness，　a
　want　of　balance　in　Desdemona，　which　Shakespeare　does　not　appear　to　have　in　the
　least　contemplated．（Shaleespearean　Criticism，　VoL　I，42）
　Othelloの容姿を緩和することによって，この劇はある意味では親しみ易いものになる
かも知れない。また，演劇が元来entertainmentの一種であることを考えれば，観客の
嗜好に応えるためのmodificationも場合によっては必要であろう。しかし，　Othelloの
容姿をmodifyした場合，たとえば次のような問いに何と答えられるであろうか。すなわ
ち，BrabantioはしばしばOthelloを自宅に招くほど彼を愛していたにもかかわらず，彼
が娘のDesdemonaと結ばれたことを，なぜ‘magic∵charms∵witchcraft’によるものだと
しか考えられないのか。二人の結婚が大公の会議室で公にされたとき，なぜ誰ひとり二人
に祝福の言葉をおくる者がないのか。なぜ大公はこの結婚がBrabantioにとって‘mischief’，
‘grief’であるとして，ひたすらに彼を慰めようとするのか。また，まるで娘を悪魔へ人
身御供にされたかのように，Brabantioが嘆きのあまり死んでしまうのはなぜであるか。
，Othelloが‘Moor’と呼ぼれる異邦人であるからだとか，この結婚が父親の意に背いた
ものであるからだ，と言っただけでは答えにならない。なぜなら，彼が卓越した武人で
あり，一国の運命を託されるに足りる偉大さと，気高く純粋な魂の持主であることは十分
に強調されているからだ。
　これらの問いに答えるには，二人の結婚が‘Against　all　rules　of　nature’（1．iii．101）で
あることを認めねばならない。実際Desdemona自身がそれを‘My　downright　violence，
and　scorn　of　fortunes’（Liii．245）と自覚している。また，常識の代弁老IagQに言わせ
れば，それは彼女の‘…awill　most　rank，　Foul　disprop。rtion；thoughts　unnatural’
（IILIii．236～7）を示すものである。このように，この結婚が自然の掟にも社会の掟に
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も背いた極めて異常なものであること，言いかえればOthelloが，信頼され，尊敬さ
れ，さらに親しまれながら，決してVeniceの社会に容れられることのない人物であるこ
と一これを認めることによってのみ上の問いに答えることができよう。すなわちOthello
はColeridgeのいわゆる‘a　veritable　negr。’であるか，あるいは少なくともそれと同じく
らい本能的・生理的な嫌悪を感じさせる「黒人」であると考えるのが最も自然であり，ま
た合理的であろう。
　Othelloは黒と白の鮮明な肉体的印象，極端な嫉妬の激情，それらを強調するIagoの
弁舌などにもかかわらず，Shakespeareの全f／F晶の中で最も純粋な魂と魂の結合を感じさ
せる劇である。DesdemonaにとってOthelloとの結びつきがそうであったことは言うま
でもないが，彼にとっても彼女は，　‘The　fountain，　from　the　which　my　current　runs，
Or　else　dries　up．’（IV．ii．60～61）という言葉の示すように，彼の魂の全てをゆだねた女
性であったのだ。この劇の底本となっているCinthioの書いたあるMoor人の物語を読
んだとき，Shakespeareはそこにjealousyを描く絶好の題材を見出したというよりは，む
しろどのように純粋な魂の結合でもある種の悪によって潰え去ることを描いてみたいとい
う熱情に動かされたのではあるまいか。そして彼はこの困難で大胆な試みに十分成功した
と言えよう。この意味で，　Othelloの容姿を和らげ，彼とDesdemonaを肉体的に近づ
けようとする試みは，作者のせっかくの考案を傷けるだけでなく，このすぐれた悲劇を
T．Rymerのいわゆる‘bloody　farce’に陥らせることになるであろう。
　「白人」が「黒人」に対して感じる生理的嫌悪は，　Othelloを‘negro’だと認める批
評家もそれを克服できないくらい根強い本能的なものである。たとえばA．C．　Bradleyは
名著　ShafeesPearean　TragedyにおいてOthelloの容姿に関するあの劃期的な論証を試
みた個所に，次の様な脚註をつけている。
　　Iwill　nQt　discuss　the　further　question　whether，　granted　that　to　Shakespeare　Othello
　was　a　black，　he　should　be　represented　as　a　black　in　our　theatres　now．　I　dare　say　not．
　We　do　not　like　the　real　Shakespeare．　We　like　to　have　his　language　pruned　and　his
　conceptions　flattened　into　something　that　suits　our　mouths　and　minds．　And　even　if
　we　were　prepared　tQ　make　an　effort，　still，　as　Lamb　observes，　to　imagine　is　one　thing
　and　to　see　is　another．　Perhaps　if　we　saw　Othello　coal－black　with　the　bodily　eye，　the
　aversion　of　our　blood，　an　aversion　whicll　cQmes　as　near　to　being　merely　physical　as
　anything　human　can，　would　overpower　our　imagination　and　sink　us　below　not
　Shakespeare　only　but　the　audiences　of　the　seventeenth　and　eighteenth　centuries．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ShakesPearean　　Tragedy　p．202）
　Coleτidgeをもって代表される従来の諸説が，　Othelloのblacknessを否定または緩和
することによってDesdemonaの恋を正当化し彼女の名誉を守ろうとしたのに対し，
Bradleyはそれを肯定すること（すなわち，　Othelloを‘negro’と認めること）が，彼女
の「永遠の女らしさ」と魂の至高の純粋さを知り，Shakespeareの素晴らしい考案を理解
する道であると主張する。この卓抜な意見を持つ彼が，上の引用でわかるように，上演に
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liZ，たってのmodificationを止むをえないものと認め，また‘a　negro’と言わないで‘a
black’と言っていることは，この問題の微妙さを示すものである。
　次に，Ardgn版Othello（新版）のeditorであるMR．Ridleyの説を紹介しよう。彼
もあらゆる理由からOthelloは‘negro’だと考えるべぎだと主張する一人であり，Bradley
よりは一歩進んで・アメリカ南部諸州のように特にsense　of　colour－barの強い観客を相
手にする場合は別として，Othelloは上演にあたっても・negro・であるべきだと提案して
いる。　「‘particular　negro三d　type’である必要は全くtat・が」というただし書きはあるも
のの，これは前に紹介したどの批評家にも見られない明快な態度である。そして，この態
度の根拠となっているものが，作品についての合理的な論証だけでなく，次のような個人
的体験であることは興味．深い。
　　One　of　the　finest　heads　I　have　ever　seen　on　any　human　being　was　that　of　a　negro
　conductor　on　an　American　Pullman　car．　He　had　lips　slightly　thicker　than　an　ordinary
　European’s，　and　he　had　sQmewhat　curly　hair；for　the　rest　he　had　a　long　head，　a
　magnificient　forehead，　a　keenly　chiselled　nose，　rather　sunken　cheeks，　and　his　expres－
　slon　was　grave，　dignified，　and　a　trifle　melancholy．　He　was　coal－black，　but　he　might
　have　sat　to　a　sculptor　for　a　staue　of　Caesar，　or，　so　far　as　apPearance面ent，　have　played
　．a　superb　Othello．　　　　　　　（The　Arden　Shakespeare：Othello，　Introduction　p．51）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　しt　この体験から彼は‘cQlour’と‘cont。ur’（「色彩」と「形態」）を区別しさえすれば，
Othelloがnegro’であることを嫌悪する必要はないと考えるのであるが，ここにも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ．Bradleyの場合よりも更に微妙なかたちで， Othelloの‘colour’に対する生理的な嫌悪
（あるいは少なくとも抵抗）が示されていると言えよう。
　以上あげた以外にも多くの興味ある意見があるが，結局この問題に対する答えは実際に
‘negro’によって演じられる舞台に塁められねばなるまい。最後にそのような舞台を観た
J．D．Wilsonの感想を紹介して，この小論を結ぶことにしよう。
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　1930年，Savoy座において，　Paul　Robeson（彼は紛れもない‘negro’である）の演ずる
’Othelloを観て，　Wilsonはこう言っている。
　…Ifelt　I　was　seeing　the　tragedy　for　the　first　time，　nQt　merely　bec自use　of　Robeson’s
　acting，　which　despite　a　few　petty　faults　of　technique　was　magnifidient，　but　because
　the　fact　that　he　was　a　true　Negro　seemed　to　floodlight　the　whole　drama．　Everything
　was　slightly　different　from　what　I　had　previously　imagined；new　pっints，　fresh　nuances，
’　were　constantly　emerging；and　all　had，　I　felt，　been　clearly　intended　by　the　author．
　Theやetformance　convinced　me　in　shQrt　that　a　Negro　Othello　is　essential　to　the　full
　und合ゴstanding　of　the　play，　　　（The　New　Shakespeare：Othelto，　Introduction　p．10）
　この感動と確信にみちた証言は，単にこの作品だけではなく，dramaというものの本
’質と，それが真に理解されるだめの恐らく唯一の道を示している。dramaが小説や詩と異
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る最大の点は，それが本来上演を目的として書かれたものであり，舞台を媒介として，観
客の感覚に生々しく直接に訴えることである。このため，dramaは観客の想像力を厳しく
制限し，その極致においてはその介入を全く許さない。なぜなら，日常の体験でも分かる
ように，想像力は感覚にさまざまな影響を与えるが，感覚が先行する一たとえば，それ
と知らずに熱湯に手を入れたような一場合，想像力の働く余地は無いからである。すぐ
れた上演は，この感覚を通しての決定的な印象によって，そこに繰りひろげられる世界と
人間の運命を観客に直接に体験させる。言いかえれば，それは観客の好奇心と感受性を期
待・するが，観客の想像力の助けを必要としない。
　これに反して，dramaを読物として楽しみ理解するためには，多大の想像力を必要と
する。　（dramaを読むことに興味を持たない人は，例外なく想像力に乏しい人であるこ
とがこれを示している。）Shakespeareのように言葉の持つ比重のきわめて大きい作品の
場合は特にそうである。そして，　「OthellQを‘negro’と想像すること」に対する生理的
嫌悪は，まさにその「想際すること」に原因がある。なぜなら，この場合読者は，Othello
を‘negro’として想繰しているだけでなく，必然的にそれに対する生理的嫌悪をも想像し
ていることになるからだ。そして，dramaが想像力なしには読めないものであるかぎり，
この嫌悪感を完全に拭い去ることは不可能であろう。この意味でもShakespeareの大胆な
考案の理解を試みるには，何よりも先ず，D．　Wilsonのような体験を持つことが必要であ
ろう。また，読者としてそれを試みるときは，想像力はこの場合常に両刃の剣であること
を忘れてなるまい。　「想像することと目で見ることとは別問題だ」というBradleyの言
葉は，彼が意味したのとは逆の意味で，まさしく真実であると言えよう。
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